これに 相応す る 経験 を 全然 もつ ていないと 言っても よ 

い。 それで、 もしも われわれの 身辺の 現象の 時間 尺度 

フ イジ 才 ロジカル タイム 

がわれ われの 「生理的 時間」 の 尺度に 対して 少しで も 

ちがったら、 実にたい へんな ことになるの である。 た 

とえば 音楽に しても 聞き慣れた ラ ルゴ の 曲 を プレスト 

なんび と 

で 演奏したら もはや 何人も それが 何で あるか を 再認す 

る こと はでき ないで あろう。 またもし 蓄音機の 盤 を 正 

常な 速度の 二倍 あるいは 半分の 速度で 回転 させれば 単 

に 曲の テンポが 変わる のみならず、 音程 は 一 ォ クテ— 

ヴ だけ 高く あるいは 低くな つてし まう ので ある。 東京 

巿民を 驚かせる ような 強震が 二日に 一 S 三日に 一 度ず 



つ 襲って 来る としたら どうであろう か、 巿 内の 家屋 構 

造 は 一変して しまい、 地震 研究所の 官制 は 廃止になる 

であろう。 

映画の 世界で は 実際に、 ある 度まで は、 この 時間の 

尺度が 自由に 変更され うるの は 周知の ことで ある。 一 

粒 の 草花 の 種 子が 発芽して か ら 満開す る ま での 変化 を 

数 分の 間に 完了させる こと もで きる 一方で は、 また、 

うず わ 

弾丸が 銃 口を出て 行く 瞬間に これに 随伴す る 煙の 渦 環 

や 音波の 影の 推移 を ゆるゆると 見物す る こと もで きる _ 

眠って いるよう に 思つ ている 植物が 怪獣の ごとく あば 

けんとう せんしゅ しゅんどう 

れ 回ったり、 世界的 拳闘 選手が 芋虫の ように 蠢動す 



の 記憶」 の 利用であって、 人間の 脳の 記憶の 代用に 過 

ぎない。 しかし 真に 不思議な の は フィルムの 逆行に よ 

ざんがい 

る 時の 流れの 逆流で ある。 たとえば 燃え 尽くした 残骸 

の 白い 灰から 火が 燃え 出る、 そうして その 火炎が だん 

だんに 白紙 や 布切れに 変わって 行ったり する。 あるい 

れ， W た 〔せき 

はまた、 粉々 にくずれた 煉瓦の 堆積から むくむ くと 立 

派な 建築が 建ち 上が つ たりす る。 

昔 ある 学者 は、 光の 速度より もはやい 速度で 地球 か 

ら 駆け出せば 宇宙の 歴史 を 逆さまに して 見られる とい 

うような 寝言を言った。 しかし このような 超 光速度 は 

できない 相談で あるし、 それが できた としても やはり 



十六 コマず つ を 撮影 するとして、 その ひと コマが また 

シャツ タ— の 回転 速度と その セク トルの 大きさに よ つ 

て 規定され た ある 一 定の 長さの 照射 時間 中に 起こった 

だけの すべての 事 がらの 重複した 像 を 現わして いる こ 

とで ある。 これが ために、 いわゆる スト 口 ボスコ ー プ 

的 効果に よって、 進行せ る 自動車の 車輪 だけが 逆 回り 

をしたり する ような 怪異が 出現し、 舞踊す る 美人が 

せんじゅかんのん 

千手観音に 化けたり する ので ある。 そうして、 ひと コ 

リニ ァ I ■ ジ メンシ ョ ン 

マの 照射 時間に その物 自身の 線 長 に対して 比 

較 さるべ き ほどの 距離 を 動く すべ てのもの はも はや 夢 

のように ぼやけて しか 現われない。 この 明白な事 実す 



に その 結果に 基づいて 映画の 未来の 可能性に ついて 具 

体 的な 考察 を 遂行した いと 思って いる。 

なお、 このほかに、 写真 レンズの 影像の 特異性 や、 

フィルムの 感光 能力の 特異性から 来る いろいろの 問題 

が ある。 さらに 発声 映画に 関して 新たに 起こって 来た 

多様の 興味 ある 問題 も あるで あろうが、 これら もい つ 

さ い 省略して ここに は 触れない ことにした。 

もし、 この 一 編の 覚え書きの ような 未定稿が、 映画 

の 製作者と 観賞 者に なんらかの 有用な 暗示 を 提供す る 

ことができれば 大幸 である。 

(昭和 七 年 二月、 思想) 
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